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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

落

合

康

友

 改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
青
の
会
、市
民 

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
） 

森
林
再
生
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り 

 

質
　
森
林
に
は
多
面
的
な
環
境
保
全
機
能
が
あ
る
が
放
置
人

工
林
に
よ
り
荒
廃
が
進
ん
だ
。森
林
機
能
の
低
下
に
よ
り
水
害

や
土
砂
災
害
が
頻
発
、
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
が
増
加
し
て
い

る
。生
態
系
と
環
境
保
全
の
た
め
の
森
林
整
備
の
考
え
は
。 

 

答
　
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
私
有
林
は
、
こ
れ
ま
で
森

林
と
し
て
の
多
面
的
な
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ

た
が
、
森
林
経
営
管
理
法
の
制
定
に
よ
り
、
市
の
経
営
管
理

が
可
能
と
な
っ
た
。
森
林
が
公
益
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
経
営
管
理
権
集
積
計
画
に
間
伐

に
よ
る
下
層
植
生
や
、
広
葉
樹
の
導
入
に
よ
る
針
広
混
交
に

誘
導
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。 

  

子
育
て
支
援
施
策
に
対
す
る
考
え
は 

 

質
　
予
算
に
結
婚
・
子
育
て
祝
い
金
事
業
が
計
上
さ
れ
た
が
、

私
は
以
前
、祝
い
金
制
度
は
費
用
対
効
果
が
不
明
瞭
で
、そ
れ

よ
り
は
経
常
的
に
生
ず
る
養
育
費
や
教
育
費
の
負
担
軽
減
を

講
ず
る
べ
き
と
主
張
し
た
。今
後
の
支
援
方
針
は
。 

 

答
　
能
代
市
総
合
計
画
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
「
子
ど
も
を

生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、
結

婚
、出
産
、子
育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
る
機
運
を
醸
成
す
る

た
め
本
事
業
を
実
施
す
る
。今
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、第
２

期
能
代
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め

る
中
で
、
能
代
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
等
で
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
計
画
に
反
映
し
て
い
く
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
普
及 

○
持
続
可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

○
森
林
経
営
管
理
法
施
行
後
の
対
応 

畠

貞

一

郎

 改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
青
の
会
、市
民 

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
） 

再
エ
ネ
海
域
利
用
法 

 

質
　
能
代
周
辺
の
一
般
海
域
に
多
数
の
洋
上
風
力
事
業
が
表

明
さ
れ
て
い
る
。今
後
、再
エ
ネ
海
域
利
用
法
の
も
と
、整
備

促
進
区
域
が
指
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
複
数
の

事
業
者
が
事
業
を
行
う
こ
と
は
可
能
な
の
か
。 

 

答
　
整
備
促
進
区
域
で
洋
上
風
力
発
電
事
業
を
実
施
し
よ
う

と
す
る
事
業
者
は
、
公
募
占
用
指
針
に
基
づ
き
計
画
を
作
成

し
、国
に
提
出
す
る
。基
準
に
従
っ
て
そ
の
計
画
を
評
価
し
、事

業
者
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、複
数
の
計
画
が
提
出
さ
れ

た
場
合
は
、最
も
適
切
な
事
業
者
を
選
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、同
一
の
促
進
区
域
で
複
数
の
事
業
者
が
事
業

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。 

  

富
町
火
災
時
連
合
婦
人
会
総
会
に
出
席
し
た
理
由 
 

質
　
火
災
発
生
時
、
緊
急
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
連

合
婦
人
会
総
会
に
出
席
し
た
の
か
。
市
民
か
ら
は
、
キ
ャ
ン

セ
ル
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
、
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
。 

  

答
　
当
時
は
連
絡
の
取
れ
な
い
職
員
が
い
る
情
報
及
び
身
元

不
明
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
情
報
が
あ
り
、
広
域
組
合
の
代

表
理
事
、ま
た
、能
代
市
長
と
し
て
万
全
の
対
応
が
必
要
と
判

断
し
、常
に
連
絡
を
取
れ
る
体
制
を
整
え
た
。連
合
婦
人
会
の

研
修
会
に
つ
い
て
は
早
急
な
判
断
を
要
す
る
事
案
が
生
じ
た

場
合
に
も
対
応
可
能
と
考
え
、
市
長
の
職
務
と
し
て
出
席
し

た
が
、翌
日
以
降
の
出
張
等
は
そ
の
時
点
で
取
り
や
め
た
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
発
電
施
設
の
廃
棄
費
用
の
積
み
立
て 

○
八
峰
能
代
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
の
進
捗
状
況 

○（
仮
称
）イ
オ
ン
新
能
代
Ｓ
Ｃ
の
進
捗
状
況 

菊

地

時

子

 改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
青
の
会
、市
民 

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
） 

国
保
税
、
子
供
の
均
等
割
軽
減
の
考
え
は 

 

質
　
国
保
税
が
協
会
け
ん
ぽ
と
比
べ
高
い
の
は
、均
等
割
、平

等
割
と
い
う
算
定
が
要
因
で
あ
る
。
地
方
団
体
も
協
会
け
ん

ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
る
た
め
の
公
費
負
担
増
を
国
に
要
望
し

た
。独
自
軽
減
に
踏
み
出
す
自
治
体
も
あ
る
。軽
減
の
考
え
は
。 

 

答
　
18
歳
未
満
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
は
、
半
数
以
上
が
所

得
を
基
準
と
し
た
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
対
象
と
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
市
独
自
の
軽
減
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、

全
国
市
長
会
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

子
供
に
係
る
均
等
割
保
険
税
を
軽
減
す
る
支
援
制
度
の
創
設

を
国
に
要
望
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。 

  

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負
担
軽
減
事
業 

 

質
　
こ
の
事
業
は
、
低
所
得
者
で
生
計
困
難
な
利
用
者
に
対

し
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
社
会
福
祉
法
人
が
、社
会
的

役
割
と
し
て
利
用
者
負
担
を
軽
減
し
、
利
用
の
促
進
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
。制
度
の
周
知
と
基
盤
整
備
の
充
実
を
。 

 

答
　
利
用
者
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在
と
な
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い

る
。
本
制
度
に
よ
る
負
担
軽
減
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
各
社

会
福
祉
法
人
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
市
と
し
て
は
、
本

制
度
に
つ
い
て
理
解
、
協
力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
低
所
得

者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
児
童
生
徒
の
携
行
品
に
係
る
配
慮 


